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みんなでつくる豊かなまち

〈令和３年度　予算〉

①　農業の振興

３

３

　令和元年から２年間取り組んだ農林水産省「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」が終了しま
した。このプロジェクトでは、高品質・良食味米を生産するために理想的な水管理を実現できるソフトウェ
アを開発し、令和３年度からこのソフトウェアを活用した新規プロジェクトを２年間で取り組みます。
　きめ細かな水管理を行うため、自動給水装置をスマートフォンで遠隔操作する水管理の超省力化、前年
圃
ほじょう

場データに基づき肥料散布量を自動調整する「可変施
せ

肥
ひ

」を実施し、その結果を食味収量コンバインで
データ収集し、分析します。
　これらの技術普及に向けて、水田センサー・自動給水装置を活用した水管理研修会も実施します。

高品質・良食味米生産プロジェクト	 105万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

水管理アプリ表示イメージ
自動給水装置「パディッチ」
スマートフォンで遠隔操作

みんなでつくる
豊 か な ま ち
みんなでつくる
豊 か な ま ち

※掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています（次のＱＲコードからリンク）。
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３

　高齢化や労働力不足により農家１軒当たりの農地面積の拡大に対応するため、農作業の省力化・効率化
に向けて、最先端技術を活用した「スマート農業」が注目を集めています。
　町は、農作業の省力化につながる「ＧＰＳ直進アシスト機能付き田植機」と「農薬散布用ドローン」の
購入費用の一部を助成します。
　また、令和３年度からは新たに「自動操舵補助システム」の購入費用の一部を助成します。「自動操

そう

舵
だ

補
助システム」を導入することで、作業の効率化や農業経験の少ない担い手や女性農業者でも熟練者と同じ
精度で作業が可能になり、直進作業を手放しですることで、オペレーターの疲労の軽減にもつながります。

スマート農業機械の購入助成	 760万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

ＧＰＳ機能付き田植機
助成額　20～30万円

農薬散布用ドローン
助成率　３割（上限50万円）

自動操舵補助システム
助成額　３割（上限50万円）

酒米粉を活用した商品の開発	 686万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　北海道一の酒米産地である町の酒米粉を活用するため、農研機構と共
同研究を行い、甘味料を製造できることや製パン改良剤としての特性を
発見しました。
　これらの発見を平成30年に特許として申請し、令和２年12月に特許の
権利を取得しました。
　令和３年度も引き続き、町内の事業者と地域おこし協力隊の協力、食
品の専門的な知識を持つ農研機構にアドバイスを受けながら、さまざま
な分野の商品開発を行います。また、製パン改良剤としてパンへの活用
を進め、給食提供なども実施します。

開発中のロールケーキ

特許証

新規
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３

農産物などのＰＲ	 77万円

有害鳥獣の駆除	 1287万円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　町の安全で安心な農産品などを広くＰＲするための取り組みを行います。
　札幌市内で行っている直売会を今年も計画しているほか、北海道庁前で開催される赤れんがフェスタへ
参加し、町の農産物などをＰＲします。
　また、チラシの作成なども行い、積極的に町のＰＲを進めます。

○エゾシカ対策（令和２年度は258頭駆除）
　エゾシカによる農業被害を防止するため、猟友会に有害鳥獣駆
除を委託するとともに、くくりわなの貸し出しを行います。また、
捕獲の新たな担い手対策として、猟銃の狩猟免許、所持許可およ
び物品など取得費用の助成や、くくりわなの設置講習会を行いま
す。

○アライグマ対策（令和２年度は292頭駆除）
　増え続けるアライグマによる農業被害を防止するため、研究機
関の協力による生息調査を引き続き行い、生息数の推定や生態、
効果的な捕獲方法の確立を目指します。
　また、捕獲報奨金の支給（３～６月の重点捕獲期間は2000円、
その他の月は1600円）や箱わなの貸し出しのほか、捕獲に苦慮し
ている方の田畑などにセンサーカメラを設置し、その結果を基に
わなの設置方法の助言を行うなど、捕獲対策を強化します。

＜財源内訳＞
道の補助金	 576万円
町の負担	 711万円

箱わなで捕獲したアライグマ

直売会赤レンガフェスタ

圃
ほじょう

場に現れたエゾシカ
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圃
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②　林業の振興

３

熱供給センターの運営	 2604万円

森林整備の促進	 1222万円

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　ふるさと公園内に建設した熱供給センターを運営します。
　この施設には木質バイオマスボイラーを設置し、ホテルグリーンパークしんとつかわ、スポーツセン
ター、温水プールに熱の供給を行います。
　燃料となる木質チップは、町内の森林から搬出された間伐材などを活用し、町内の加工場でチップに加
工したものを使用します。
　エネルギーの地産地消による二酸化炭素の削減が可能になるとともに、地域内経済の活性化が期待され
ます。

＜財源内訳＞
供給先の負担	 750万円
町の負担	 1854万円

　町内の森林整備や伐採した木の運搬費用、運搬するための作業道を補修する費用の一部などを助成しま
す。
　費用の一部を助成することにより、森林の整備を促し、適切な森林環境を保ちます。

＜財源内訳＞
森林環境譲与税基金繰入金　1222万円

木質バイオマスボイラー（600㌗）熱供給センター
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③　商工業の振興

３

中小企業者などへの支援	 7602万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

○企業施設設置の優遇措置
【対象者】
　町内で企業施設を新たに設置、
増設または移設した企業

種類 投資額の要件

新設・移設 1000万円以上

増設 500万円以上

移設 1000万円以上
【支援内容】
・施設の固定資産税を土地・家屋
は10年、償却資産は５年免除
・対象となる投資額の20％を助成
（上限3000万円、１年当たりの
交付上限は1000万円）
・対象となる施設・設備の賃借料
の20％を３年間助成（上限年
100万円）
・新設などに伴う新規雇用者（町
民）への年間賃金支払額の５％
を３年間助成（上限１人年25万
円、総額年500万円）

○町内中小企業者への助成
【対象者】
　町商工会に加入の中小企業者
【助成内容】
・店舗の新築、改装など
対象経費の２分の１～４分の３
（上限あり）
・地場産品の開発など
対象経費の４分の３（上限100
万円）
・生産性の向上、販売促進の取組
み、観光資源の調査研究など対
象経費の４分の３（上限100万円）
・知識、技術を習得するための研
修受講など
対象経費の２分の１（上限１人
15万円）
・人材の確保に関する活動
対象経費の３分の２（上限50万
円）

○事業資金保障融資
【対象者】
　町に１年以上在住し、町商工会
に加入している中小企業者
【支援内容】
　融資のあっせん、利子の補助

資金種類 限度額

設備 1000万円

運転 500万円

特別 2500万円

地元消費拡大に対する支援	 400万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　令和２年度にしんとつかわポイントカード会に新システムが導入され、とくとっぷカードが更新された
ことに加え、加盟店が28店舗から48店舗に増加しました。
　町では魅力ある商店街づくりのため、令和３年度も引き続き、商工会、ふれあい商品券会およびポイン
トカード会が行うスタンプラリー事業など、地元消費拡大につながる活動に対し、その経費を助成します。

新しいとくとっぷカードを使用して買い物ふれあい商品券会事務局による抽選



34 〈令和３年度　予算〉

みんなでつくる豊かなまち

④　観光の振興

３

奈良県・十津川村三者協定のＰＲ	 363万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　奈良県・十津川村・本町の三者協定による特産品や観光情報のＰＲを行います。
　東京都にある奈良県のアンテナショップや十津川村のイベントなどで、ＪＡピンネ、商工会、振興公社
と協力し、町の農特産物をＰＲ、販売します。
　また、町内では物産館（くじら館）で奈良県や十津川村の特産品を取り扱うほか、各イベントの際にも
十津川村産キノコなどの特産品をＰＲ、販売します。
　なお、令和２年度に計画し、新型コロナウイルスの影響を受け実施することができなかった「母村十津
川村を訪問する団体への費用の一部支援」と、「十津川村・奈良県を訪れ三者の縁を深めるツアー」も予
定しています。

【農特産品のＰＲ販売の主な予定】
○ＪＡならけん「まほろばキッチン」（奈良県橿

かし

原
はら

市）
○奈良のうまいものプラザ（ＪＲ奈良駅構内）
○奈良まほろば館（東京都中央区日本橋）
○十津川村開催イベントに参加

観光ＰＲの推進	 1262万円 地域おこし協力隊の活動	 672万円
（担当：産業振興課商工観光グループ） （担当：産業振興課商工観光グループ）

○新十津川町応援大使の任命・活動促進
　町応援大使で作家の西村京太郎さん、彫刻家の
五十嵐威

たけ

暢
のぶ

さん、歌手のさだまさしさんに町の魅
力を発信していただきます。
○橋本広告塔のリニューアル
　金滴酒造前の交差点にある橋本広告塔の経年劣
化や器具の故障に伴い、塔面の改修や、照明器具、
温度計の更新を行います。
○とつかわこめぞーやＳＮＳ活用による魅力発信
　各種イベントへの「とつかわこめぞー」の出演
やキャラクターシャツの
製作、インスタグラムな
どのＳＮＳを活用した
フォトコンテストや、観
光協会加盟飲食店を巡る
グルメスタンプラリーな
ど、観光協会が行う町の
魅力発信を支援します。

　地域おこし協力隊（産業活性化支援員１人）が、
観光分野を中心とした町のＰＲや情報発信を行う
ほか、事業の企画・実施により、地域の活性化を
目指して活動します。
　なお、地域おこし協力隊員が任期終了後に町内
で起業する場合、開業に係る経費の一部を支援し
ます。

地域おこし協力隊が情報発信している
インスタグラム
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３

ふるさと公園のリニューアル	 1億1272万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　ふるさと公園再整備基本計画に基づく公園のリニュー
アル（再整備）事業として、令和３年度から４年度にか
けて整備します。
　令和３年度は、青少年交流キャンプ村のオートサイト
化やトイレの改修、公園東側の田園風景を見下ろす展望
エリアの整備を行います。
　令和４年度は、水景施設、遊具、休憩施設などの整備
を行って工事を完了し、令和５年５月の大型連休中のグ
ランドオープンを計画しています。

●工事に伴う青少年キャンプ村の営業スケジュール
令和３年度 4/28～5/9 5/10～7/16 7/17～10/31

バンガロー（10棟） 営　業 休　業 営　業
テントサイト（10張分） 営　業 休　業

〈ふるさと公園内の青少年交流キャンプ村〉
　キャンプ村の芝生広場は、テント（10張まで）
を張るスペースとして利用できましたが、この
スペースを車の乗り入れ、駐車ができ、コンセ
ントを使えるオートサイト（11区画）にします。

青少年交流キャンプ村の再整備イメージ図

展望エリア

トイレの改修

芝生広場（テント10張分）のスペースに車を
横付けできるオートサイト（11区画）


